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盛岡市遺跡の学び館第 42回埋蔵文化財調査資料展「盛岡を発掘する－令和６

年度調査速報－」と関連事業「令和６年度調査成果報告会」を開催します 

このたび当館では、第 42回埋蔵文化財調査資料展「盛岡を発掘する―令和６年度調査速報―」

を開催します。本展では、今年度に当館が発掘調査した遺跡について、最新の調査成果と出土

資料をいち早く紹介するものです。また、関連事業として「令和６年度調査成果報告会」を実

施します。 

つきましては、周知広報についてよろしくお願いいたします。 

記 

１ 名称 第 42回埋蔵文化財調査資料展「盛岡を発掘する－令和６年度調査速報－」 

２ 開催期間  令和７年３月１日（土）～令和７年５月 18日（日） 

※入館料 大人 200円・小中学生 100円

３ 場所 盛岡市遺跡の学び館 企画展示室（本宮字荒屋 13-１ ℡019-635-6600）

４ 関連事業 令和６年度調査成果報告会 

発表者：当館職員 

日時：令和 7年３月２日（日）13：30～16：00 

場所：当館研修室 

報告遺跡（予定）：大新町遺跡・右京長根遺跡・木節遺跡・国史跡 盛岡城跡 

定員：80名（入館無料） 

募集方法：２月４日（火）10:00～電話受付（先着順）  

盛岡市プレスリリース 
～ひと・まち・未来が輝き 世界につながるまち盛岡～ 

令和７年２月19日 

盛岡市遺跡の学び館 

  〒020-0866 盛岡市本宮字荒屋 13-１ 

  TEL 019-635-6600 FAX 019-635-6605 

  担当：田老（たろう）・小野寺（おのでら）・ 

千葉（ちば） 





第42 回埋蔵文化財調査資料展

に一
令和 6 年度、 7 逍跡の発掘調査を実施しま

した。

一令和6年度調査速報一

発掘調査によって明らかになった最新情報
をもとに、盛岡の新たな歴史の一 面をぜひご
覧ください。

だいしんちょう

【大新町遺跡】 第 90 次調査（大新町）
しずくいしがわ

盛岡市北西部、雫石川北岸の台地南縁部に立地する縄文時代早期を主体とする
追跡です。過去の調査では、縄文時代草創期～早期や縄文時代中期、平安時代末
期の辿構・造物が出土しています。

かいがらもん たたきいし

今回の調査では、前履笈土器や貝殻文土器などの縄文時代早期の土器片と、敲石
などの石器が出土しました。

お おだてちょう

【県史跡大館町遺跡】 第 91 次調査（大館町）

盛岡市北西部、雫石川北岸の台地南縁部に立地する縄文時代中期を主体とする
追跡です。

い ぶつほう がんそう

今回の調査では、縄文時代早期・中期の土坑2基、縄文時代早期の辿物包含層
が確認されました。追物は、縄文時代早期・中期前菓の土器片・石器が出土しました。

うきょうなが ね

【右京長根遺跡】 第5次調査（緑が丘）
きた かみ がわ

北上川東岸の丘陵上に立地します。追跡を含む周辺の地域は、丘陵から流れる
沢の開析により、起伏の多い地形になっています。過去の試掘調査では、縄文時

おと ど こう

代の T ピット（陥し穴状土坑）の存在が確認されていました。
今回の調査地は、縄文時代の T ピット 12 基と土器片、石器が見つかりました。

にし か ど さんぼんやなぎ

【西鹿渡遺跡】 第 46 次調査（三本柳）

北上川西岸の河岸段丘上に位置する古代の集落辿跡です。
たて あなたて ものあと

今回の調査では、奈良時代(8世紀）の整穴建物跡が見つかりました。大部分
じしょうろ

は壊され、地床炉と考えられる辿梢が 一 部残るのみでした。地床炉付近からは、
は じ き つき 力

0
‘め

土師器杯、土師器甍などの逍物が出土しました。

しも ながばやし つ し だ

【下永林遺跡】 第 12 次調査（津志田）

雫石川と北上川右岸の沖積段丘上に位置します。昭和 10 年 (1935) 、灯l)の耕作中
わらびて とう えみし

に蕨手刀が出土したと伝えられ、昔は蝦夷の塚が複数あったと言われています。
今回の調査では、辿梢・辿物は確認されませんでした。

森蔀遺跡】 第7次調査（エ巌箇）

盛岡市南西部の上飯岡地内に所在する逍跡です。辿跡周辺の地域は、古くから
す ス き かまあと

須恵器窯跡の存在が指摘されていました。今回の調査では、平安時代の須恵器工
房の竪穴建物跡1棟、須恵器窯跡関連と椎定される土坑1基などが見つかりまし
た。また、須恵器生産に関連する辿物などが多醤に出土しました。

もりおかじょうあと

【国史跡盛岡城跡】 三ノ丸第 37 次調査・本丸第 44 次補足•第 47 次調査（内丸）
なん ぶ のぶなお としなお

盛岡城は、初代盛岡藩主の南部信直と、二代藩主の利直が約 40 年もの歳月をか
けて築き上げた南部氏の居城です。

令和 6 年度は、本丸地区では史跡整備に伴う発掘調査を実施し、江戸時代の
ほ んまる こ てん

本丸御殿跡の確認など を行いました。三ノ丸地区では、令和5年度に引き続き
三ノ丸北西部石垣の積上げ工事の記録を行いました。
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